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１ 運⾏⽬的と運⾏概要 2

運⾏概要
（9月24⽇以降）

運⾏⽬的 東新⼩岩・奥⼾・細⽥・鎌倉地域と新⼩岩駅周辺を結び、区⺠の移動のさら
なる利便性向上を図る。

系 統 名 細０２系統（細⽥循環バス）
運 ⾏ 日 全日運⾏（平日、⼟休日）

運⾏時間
・

運⾏便数

平 日 新⼩岩駅東北広場発
7時台〜20時台 27便

⼟休日 新⼩岩駅東北広場発
7時台〜19時台 13便

※運⾏便数は、⼊出庫便を除く

運 賃 現⾦・ICとも大人220円、⼩人110円
シルバーパス・各種割引の利⽤可

事 業 者 京成バス、京成タウンバスの共同運⾏

区の支援 運賃収⼊と運⾏経費の差分を補助
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■月間利用者数

２ 利⽤者数の推移 3

運⾏開始時のコロナ禍を経て、利⽤者数は全体的に増加傾向にあり、平日の利⽤者数は令和４年４月以降大きな伸びが⾒られる。
 ルート・ダイヤ改正以降は、改正以前に⽐べて利⽤者は増加している。

■月別 1日当たり利用者数
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３．無料乗⾞イベントの効果 4

 11月の1週間無料乗⾞デーの期間中に、通常時の2倍以上の利⽤があった（11月平均2,717人/週、イベント中5,650人/週）。
無料乗⾞デーの期間最終日に実施したアンケートによると、期間中の利⽤者の26.8%が普段は利⽤していない。
普段利⽤しない人のうち、今後の利⽤意向のある人（利⽤したい+たまに利⽤したい）が60％を超えている。
無料乗⾞デーの期間後も利⽤者の増加傾向がみられる（平日4％増、休日5％増）

期間 平⽇1⽇平均
利⽤者数

土休⽇1⽇平均
利⽤者数

10月 500 201
11月※1 503 187

無料乗車デー後の利用者の増加傾向

※１ 無料イベント期間を除く
※２ 年末期間（12/23～31）を除く

無料乗車デー中の利用状況（新小岩駅東北広場）

無料乗車デーのポスティングチラシ

10～11月※1 501 195
12月※2 521 204
増加率
12月/(10～11月)

1.04
（4%の増加）

1.05
（5%の増加）



４．ルート変更による影響（ルート変更概要及びアンケート・OD調査概要） 5

(参考)変更前のルート

令和５年9月に実施したルート変更による影響について、無料乗⾞デーに合わせて⾏ったアンケート調査・OD調査から分析

配布枚数︓ 562枚（11/30終日）
（参考）R04平日調査の実績
405枚（11/24終日）

回収枚数︓ 288枚（うち、郵送︓235枚、WEB︓53枚）
回収率は51.2％
（参考）R04平日調査の実績
205枚（回収率は50.6％）

OD調査概要
・バス後方に⼩型カメラを設置し、終
日撮影
・後日、映像を⾒ながらODをカウント
・ODは、性別2区分（男性・⼥性）
と年齢2区分（高齢（70歳以
上）と非高齢）の計4区分をビデオ
映像より目視で確認

アンケート概要 各利用者の乗車バス停(Origin)と降車バス停
(Destination)の組合せを把握する調査



４．ルート変更による影響（利⽤しやすさの変化） 6

全体として、「利⽤しやすくなった」（利⽤しやすくなった+やや利⽤しやすくなった）人の割合は約半数（48％）、「利⽤しにくくなった」（や
や利⽤しにくくなった+利⽤しにくくなった）人（18％）を大きく上回る。

年齢別では、60歳代・70歳代以上で利⽤しやすくなった人が50％、60歳代では利⽤しにくくなった人も30%と多い。
居住エリア別では、細田・鎌倉地域で利⽤しやすくなった⼈の割合が⾼い（74％）一方で、環七通り沿線では利⽤しにくくなった
（36％）⼈が利⽤しやすくなった（24％）を上回る。

■利用しやすさの変化/年齢別

※未回答を除いて集計。
計には年齢/居住エリア
不明も含む

■利用しやすさの変化/居住エリア別
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４．ルート変更による影響（流動状況の変化（R04・R05比較）） 7

■【R4流動（R4.11.24 内外合算】 ■【R5流動（R5.11.30）】

 R04からR05にかけて、 「細田・鎌倉地域⇔新⼩岩駅東北広場」 の需要が大きく増加。また「細田・鎌倉地域⇔京成⼩岩・⼩岩駅
周辺」の需要も大きく増加している。

一方で、「環七通り沿線→京成⼩岩・⼩岩駅周辺」は需要が大きく減少。
→ルート・ダイヤ変更で細⽥・鎌倉地域の新⼩岩・⼩岩への利便性が向上、環七通り沿線は⼩岩方⾯への利便性が低下
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５．現状と今後の方向性 8

利⽤者数は年々増加し、ルート変更後は1.2万人/⽉以上の利⽤がある。現状

今後の方向性

当初の運⾏期間である令和6年3⽉末以降も、利⽤者数
や収支状況などの指標を定期的にモニタリングしながら、
運⾏を継続

認知度向上・利⽤促進策の実施

ルート・ダイヤ改正により、半数程度が利⽤しやすくなった（利便性の向上）
と回答。細田・鎌倉地域では74％に上るのに対して環七通り沿線では24％と、
利便性向上の実感には地域差がある。

無料イベント後は、イベント前に⽐べて利⽤者が増加し、効果が発現している



地域主体交通（グリーンスローモビリティ）
実証運⾏の開始
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①グリーンスローモビリティ実証運⾏の概要（東⽴⽯地区）
②利⽤登録者の分布状況
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④実証運⾏の中間評価



３．地域主体交通（グリーンスローモビリティ）実証運⾏の開始 2

①グリーンスローモビリティ実証運⾏の概要（東⽴⽯地区） ※1月15日までのルート・ダイヤ

運⾏期間

運⾏日

運⾏時間

料⾦ 無 料
9︓00〜16︓002023.10.4〜2024.3.31

水曜日、土曜日

運⾏主体 東⽴⽯グリスロ運営協議会 道路運送法上の位置付 許可・登録を要しない運送

（利用者登録、予約制）



３．地域主体交通（グリーンスローモビリティ）実証運⾏の開始 3

■利⽤登録者の分布（188名）



３．地域主体交通（グリーンスローモビリティ）実証運⾏の開始 4

変更１

変更２
曜日毎にコースを限定して⾛⾏
（火曜日は⽴⽯コース、⼟曜日は四つ木コース）

運⾏日を火曜日、⼟曜日に変更

現 状 登録者 ︓ 約２００名
利⽤者 ︓ １日平均５名

利⽤者したい⼈（登録者）は多いが、
利⽤している⼈（乗⾞数）が少ない

変更３ 事前予約や登録がなくても乗⾞可能
（事前予約した⽅は優先乗⾞）

※ルート周辺の病院は、水曜日休診が多かったため、
運⾏日を火曜日に変更

※曜日毎にコースを設定することで、利⽤者もわかりやすくなり、
かつ運⾏頻度・効率をＵＰ

※利⽤者の予約や登録の⼿間を省くことで、
“ちょっとしたお出掛け” での利⽤を促す



３．地域主体交通（グリーンスローモビリティ）実証運⾏の開始 5変更周知チラシ



３．地域主体交通（グリーンスローモビリティ）実証運⾏の開始 6変更周知チラシ



３．地域主体交通（グリーンスローモビリティ）実証運⾏の開始 7

④実証運⾏の中間評価

（１）利便性向上の評価

・利⽤登録者は約200名であり、駅からの距離に⽐例して多くなる傾向にある
ものの、利⽤者数は少なく需要をすくいきれていない。

・利便性向上のため、運⾏計画を⾒直したうえで、継続的な周知活動が必要。

評価項目

今後の⽅向性 ・周知活動の強化
・ダイヤ変更（令和６年1月16日）以後の状況を分析
・運⾏計画⾒直しの効果発現や利⽤者定着のため、
令和6年4月以降も実証運⾏の継続に向けて調整

（２）運行体制の評価

・運転⼿、予約受付事務員の習熟が進み、運⾏体制は整っている。
・運⾏⽇を増やすなど利便性向上のためには、運転⼿のさらなる確保に
取り組むことが必要。


